


2

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
連
絡
協
議
会
の
開
催

〈
企
画
調
整
課
〉　
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１
月
20
日
、
四
国
森
林
管
理
局
に
お
い

て
「
四
国
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
連

絡
協
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
地
域
社
会
と
国
有
林

野
事
業
の
連
携
強
化
を
図
り
、
地
域
産
業

の
振
興
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

協
議
会
に
は
、
四
国
管
内
７
署
（
所
）

に
あ
る
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志

連
絡
協
議
会
の
代
表
世
話
人
で
あ
る
市
町

村
長
、
林
野
庁
か
ら
関
口
高
士
経
営
企
画

課
長
、
稲
本
龍
生
森
林
保
護
対
策
室
長
、

森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
か
ら
石
原
聡
所
長
、

石
垣
英
司
局
長
、
局
幹
部
、
各
森
林
管
理

署
（
所
）
長
等
が
出
席
し
、
議
事
進
行
は
、

協
議
会
会

長
で
あ
る

法
光
院
晶

一
香
美
市

長
が
務
め

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
関
口
経
営
企
画
課
長
か
ら

樹
木
採
取
権
制
度
、
森
林
総
合
監
理
士

（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）
の
活
動
等
に
つ
い
て
の

説
明
、
稲
本
森
林
保
護
対
策
室
長
か
ら
森

林
経
営
管
理
法
と
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
石
原
森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
所
長

か
ら
森
林
保
険
の
概
要
と
森
林
経
営
管
理

制
度
に
お
け
る
活
用
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

四
国
森
林
管
理
局
か
ら
は
、
各
地
区
有

志
協
議
会
で
の
主
な
意
見
と
回
答
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
、
各
市
町
村
と
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
町
村

か
ら
出
さ

れ
た
主
な

ご
意
見
・

ご
提
言
は

次
の
と
お

り
で
す
。

○�　

森
林
共
同
施
業
団
地
の
よ
う
に
、
国

有
林
と
民
有
林
の
垣
根
が
無
く
な
っ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
心
強
く
思
っ
て
い

る
。

○�　

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
情
報
の
内
部

利
用
に
向
け
た
制
度
改
正
に
つ
い
て
詳

し
く
教
え
て
ほ
し
い
。

○�　

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
に
つ

い
て
、
山
村
部
で
は
人
口
が
減
少
傾
向

で
あ
る
た
め
、
人
口
割
合
を
減
ら
す
よ

う
を
見
直
し
て
も
ら
い
た
い
。

○�　

森
林
管
理
の
様
々
な
分
野
で
作
業
の

効
率
化
に
ド
ロ
ー
ン
が
用
い
ら
れ
て
い

る
が
、
今
後
は
苗
木
の
運
搬
に
も
活
用

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

林
業
女
子
会
＠
高
知
の
活
動

～
植
栽
等
の
現
地
勉
強
会
～

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　

近
年
、
林
業
に
興
味
を
抱
い
て
い
る
女

性
や
林
業
に
従
事
す
る
女
性
等
が
増
え
て

い
ま
す
。
高
知
県
に
お
い
て
も
、
平
成
30

年
８
月
11
日
の
「
山
の
日
」
に
林
業
従
事

者
、
自
治
体
職
員
等
を
主
な
会
員
と
す
る

「
林
業
女
子
会
＠
高
知
」
が
全
国
で
24
番
目

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
四
国
森
林
管
理
局

で
は
、
林
業
女
子
会
の
活
動
を
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
２
月

15
日
に
嶺
北
森
林
管
理
署
管
内
の
石
原
山

国
有
林
に
お
い
て
、
植
栽
体
験
等
の
現
地

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

林
業
女
子
会
の
会
員
５
名
（
林
業
従
事

者
、
県
庁
職
員
、
大
学
教
員
等
）
と
、
森

林
管
理
局
か
ら
石
垣
英
司
局
長
を
は
じ

め
、
嶺
北
署
職
員
な
ど
７
名
が
参
加
し
、

植
栽
作
業
の
体
験
、獣
害
対
策
で
あ
る
「
く

　

本
協
議
会
を
踏
ま
え
、
四
国
森
林
管
理

局
と
し
て
は
、
市
町
村
等
へ
の
技
術
的
支

援
や
情
報
交
換
を
行
い
、
地
域
に
根
ざ
し

た
国
有
林
と
し
て
、
公
益
重
視
の
管
理
経

営
の
一
層
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

法光院 晶一 香美市長

河野 忠康 久万高原町長
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く
り
わ
な
」
の
設
置
、
林
業
の
機
械
化
の

取
組
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

会
員
の
ほ
と
ん
ど
の
方
は
植
栽
経
験
が

な
く
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
専
用
植
付
器
具
を

見
る
こ
と
も
初
め
て
で
す
。
慣
れ
な
い
手

付
き
で
「
ど
の
く
ら
い
の
間
隔
で
植
え
れ

ば
良
い
か
」「
深
さ
は
ど
の
く
ら
い
か
」
等
、

職
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
植

栽
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
近
年
、
ノ
ウ
サ
ギ
に
よ
る
植
栽
木

の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
現

地
で
も
ノ
ウ
サ
ギ
被
害
が
多
い
こ
と
か

ら
、
防
護
対
策
と
し
て
「
く
く
り
わ
な
」

の
設
置
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ノ
ウ
サ
ギ
を
捕
獲
す
る
に
は
、「
わ
な
」

の
設
置
場
所
が
大
切
で
す
。
そ
の
見
分
け

方
か
ら
指
導
し
ま
し
た
が
、
ノ
ウ
サ
ギ
の

通
う
獣
道
は
林
内
に
入
る
と
、
ど
こ
が
獣

道
か
、
ど
こ
に
設
置
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か

ら
な
く
な
り
ま
す
。「
わ
な
」
の
設
置
穴
の

大
き
さ
、「
わ
な
」
の
設
置
の
高
さ
、「
わ
な
」

に
誘
い
入
れ
る
方
法
等
に
注
意
し
ま
し
た

が
、
中
々
上
手
く
い
か
ず
設
置
に
四
苦
八

苦
で
し
た
。
獣
害
対
策
の
難
し
さ
を
体
験

す
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
の
林
業
に
お
け
る
機
械
化
の
取
組

に
つ
い
て
は
、
乗
用
下
刈
機
や
無
人
集
材

シ
ス
テ
ム
を
動
画
で
視
聴
し
た
ほ
か
、
ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
た
森
林
管
理
や
事
業
で
の

活
用
方
法
等
の
説
明
を
受
け
、
ド
ロ
ー
ン

を
実
際
に
操
作
し
ま
し
た
。
最
先
端
な
林

業
の
取
組
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

会
員
か
ら
は
、「
植
栽
の
難
し
さ
や
獣

害
防
護
の
大
変
さ
が
理
解
で
き
た
。
こ
の

よ
う
な
勉
強
会
を
ま
た
開
催
し
て
い
た
だ

き
、
女
性
の
力
で
少
し
で
も
森
を
元
気
に

し
て
い
き
た
い
」
と
の
力
強
い
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
四
国
森
林
管
理
局
は
、
女
性
が

森
林
・
林
業
へ
興
味
を
も
つ
と
と
も
に
、

国
有
林
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
や
交
流

会
を
積
極
的
に
開
催
し
、
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

林業女子会＠高知のロゴマーク
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タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

森
林
土
木
工
事
を
紹
介〈

治
山
課
〉

　

2
月
22
日
、
徳
島
県
上
勝
町
に
お
い
て

「
地
域
の
持
続
を
目
指
す
上
勝
町
景
観
ま
ち

づ
く
り
の
挑
戦
！
」
を
テ
ー
マ
に
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成

22
年
2
月
、
同
町
樫か
し
は
ら原
地
区
の
棚
田
が
重

要
文
化
的
景
観
に
指
定
さ
れ
て
10
周
年
と

な
る
こ
と
を
記
念
し
、
徳
島
大
学
人
と
地

域
共
創
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
ま
し
た
。

　

同
町
で
は
昨
年
９
月
、
景
観
計
画
「
上

勝
町
木
づ
か
い
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
」
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
生な
り
わ
い業
や

環
境
共
生
な
ど
の
方
針
、
公
共
部
門
に
お

け
る
ス
ギ
材
等
の
利
用
促
進
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
視
点
に
よ
る

地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
推
進
項
目
等
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、
地
区
の

代
表
、
地
域
活
性
化
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
行
政
機
関
な
ど
お
よ
そ
70
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
文
化
庁
文
化
財
調
査
官
に

よ
る
「
重
要
文
化
的
景
観
の
現
状
と
課

題
」、
徳
島
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
「
重
要

文
化
的
景
観
・
棚
田
の
価
値
を
考
え
る
」、

中
国
四
国
農
政
局
農
村
振
興
部
長
に
よ
る

「
棚
田
地
域
振
興
法
と
そ
の
活
用
」
が
基
調

講
演
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

情
報
提
供
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
四
国
森

林
管
理
局
の
尾
木
浩
典
治
山
課
長
が
「
森

林
土
木
工
事

に
お
け
る
木

材
の
循
環
利

用
と
景
観
へ

の
配
慮
」
と

題
し
て
、
四

国
森
林
管
理
局
に
お
け
る
木
材
を
利
用
し

た
治
山
ダ
ム
や
山
腹
工
事
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直

交
集
成
板
）
を
活
用
し
た
嶺
北
森
林
管
理

署
庁
舎
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
花
本
靖
上
勝
町
長
か
ら
、
森
林

環
境
譲
与
税
の
創
設
へ
の
感
謝
が
あ
り
、

林
業
全
体
を
盛
り
上
げ
る
に
は
川
下
対
策

が
重
要
と
の
コ
メ
ン
ト
の
ほ
か
、
失
っ
た

ら
二
度
と
取
り
戻
せ
な
い
農
山
村
の
景
観

木
材
利
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

講
演

〈
治
山
課
〉

　

１
月
21
日
、「
木
材
利
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～
木
材
の
土
木
利
用
の
今
、
昔　

豊
か
な

森
林
資
源
を
生
か
し
た
取
り
組
み
～
」
が

高
知
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
材
の
土
木
利
用
の
現
状
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、
我
が
国
の

更
な
る
木
材
利
用
拡
大
を
図
る
き
っ
か
け

と
す
べ
く
、
豊
富
な
森
林
資
源
が
あ
る
高

知
か
ら
情
報
発
信
す
る
も
の
で
す
。

有
識
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

会
場
の
様
子

や
環
境
、
文
化
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
り

続
け
て
い
こ
う
と
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
全
国
の
活
動
モ
デ
ル
と
し

て
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
を
続
け
る

同
町
の
姿
勢
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
様

子
で
し
た
。
今
後
も
棚
田
や
葉
っ
ぱ
ビ
ジ

ネ
ス
を
は
じ
め
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

先
進
的
な
取
組
を
通
じ
、
山
村
地
域
の
活

性
化
に
向
け
た
更
な
る
活
動
・
展
開
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
は
、
今
後
も
四
国
の

森
林
・
林
業
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
だ
だ
く
取
組
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

花
本 

靖 

上
勝
町
長
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主
催
は
四
国
土
木
木
材
利
用
研
究
会
、

高
知
大
学
防
災
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

多
数
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。
土
佐
史

談
会
の
宅
間
一
之
会
長
に
よ
る
基
調
講
演

「
江
戸
時
代
の
木
材
の
土
木
利
用
」
の
ほ

か
、
高
知
県
な
ど
３
つ
の
行
政
機
関
と
北

海
道
立
林
産
試
験
場
の
計
４
団
体
に
よ
り

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
知
市
役
所
か
ら
は
、
昨
年
11
月
に
落

成
し
た
新
庁
舎
が
紹
介
さ
れ
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
備
え
た
耐
震
と
液
状
化
対
策
と

し
て
、
丸
太
を
用
い
て
地
盤
の
密
度
を
増

す
工
法
を
採
用
し
た
と
の
内
容
が
関
心
を

引
き
ま
し
た
。

　

四
国
森
林

管

理

局

の

尾
木
浩
典
治

山
課
長
か
ら

は
、「
国
有

林
に
お
け
る

木
材
の
土
木
利
用
」
と
題
し
て
、
四
国
森

林
管
理
局
管
内
の
木
材
を
利
用
し
た
治
山

ダ
ム
や
山
腹
工
事
の
ほ
か
、
Ｃ
Ｔ
Ｌ
（
直

交
集
成
板
）
を
活
用
し
た
嶺
北
森
林
管
理

署
の
庁
舎
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
高
知
大
学
の
原
忠
教
授
か
ら
、

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
木
材
へ
の
理

解
が
深
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
木
材

と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と

で
、
一
層
の
木
材
利
用
拡
大
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

四
国
森
林
管
理
局
は
、
今
後
も
木
材
利

用
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
四
国
の

森
林
・
林
業
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
だ
だ
く
取
組
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

農
林
水
産
技
術
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

２
月
25
日
、
徳
島
県
木
材
利
用
創
造
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
令
和
元
年
度
農
林
水

産
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
が
徳
島
県
立
農
林
水

産
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
等
の
主
催
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

徳
島
署
か
ら
７
名
の
職
員
が
参
加
し
、

研
究
発
表
と
特
別
講
演
を
聴
講
し
ま
し

た
。

　

徳
島
県
職
員
に
よ
る
研
究
発
表
は
、「
ス

ギ
大
径
材
の
耐
久
性
を
保
持
し
た
乾
燥
技

術
の
開
発
～
実
機
を
用
い
た
人
工
乾
燥
試

験
結
果
に
つ
い
て
～
」「
徳
島
す
ぎ
２
×
４

（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
）
工
法
部
材
の
開
発
に

つ
い
て
」「
シ
カ
の
順
応
的
林
業
被
害
対
策

を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｏ
Ｔ
機
器
の
活
用
」「
培

養
温
度
が
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
子
実
体
発
生

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
」
の
４
課
題
で

し
た
。
参
加
者
か
ら
「
搬
出
さ
れ
た
流
域

の
違
い
に
よ
っ
て
木
材
の
強
度
が
変
わ
る

の
か
」
等
の
質
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
は
、「
林
業
機
械
の
自
動
制
御

技
術
～
自
動
走
行
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
開
発
状

況
～
」
と
題
し
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ

土
佐
史
談
会
宅
間
会
長
の
講
演
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民
有
林
へ
の
支
援

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

　

2
月
13
日
、
高
知
県
四
万
十
市
か
ら
の

要
請
を
受
け
、
四
万
十
森
林
管
理
署
の
職

員
が
四
万
十
市
西
土
佐
の
民
有
林
を
ド

ロ
ー
ン
に
よ
り
写
真
撮
影
し
、
同
市
へ
写

真
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

所
有
森
林
の
位
置
や
状
況
が
分
か
ら
な

い
と
い
う
県
外
在
住
の
森
林
所
有
者
か

ら
、
同
市
役
所
へ
所
有
森
林
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
所
有
者
へ
現
在
の
林
況
を
知
ら
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
空
撮

が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
空
撮
は
、

林
内
に
入
る
こ
と
な
く
簡
易
に
、
か
つ
明

瞭
な
視
点
で
林
況
を
把
握
で
き
る
と
い
う

利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

当
署
職
員
が
１
時
間
程
度
、
４
か
所

の
民
有
林
上
空
で
ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
さ

せ
、
対
象
森
林
の
遠
景
写
真
等
を
撮
影
し

四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い

推
進
セ
ン
タ
ー
の
取
組

　

当
セ
ン
タ
ー
が
１
月
に
行
っ
た
森
林
環

境
教
育
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

○
土
佐
清
水
市
立
下
川
口
小
学
校

　

全
校
児
童
18
名
を
対
象
と
し
て
、
シ
イ

タ
ケ
の
駒
打
ち
を
ほ
だ
木
50
本
余
り
に
行

う
。「
電
動
ド
リ
ル
を
使
っ
た
穴
開
け
が
楽

し
か
っ
た
」「
シ
イ
タ
ケ
が
生
え
る
の
が
今

か
ら
と
て
も
楽
し
み
」
と
の
感
想
。

る
森
林
総
合
研
究
所
の
林
業
工
学
研
究
領

域
長
が
行
い
ま
し
た
。
フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
自

動
走
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
集
材
作
業
員

を
省
き
、
労
働
生
産
性
の
向
上
、
労
働
力

不
足
へ
の
対
応
、
安
全
性
の
向
上
を
目
指

す
研
究
開
発
で
す
。
自
動
走
行
す
る
上
で

の
誤
差
の
修
正
や
、
荷
下
ろ
し
の
ば
ら
つ

き
を
抑
え
る
た
め
の
機
能
の
開
発
が
進
ん

で
い
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
未
検
証
の
領
域

や
改
善
の
余
地
な
ど
が
あ
り
な
が
ら
も
、

林
業
技
術
の
躍
進
の
一
端
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
内
容
で
し
た
。
今
後
も
、
新
た
な

林
業
技
術
の
情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
し
た
。
撮
影
し
た
写
真
は
、
同
市
を
通

し
て
所
有
者
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
同
市

は
、
こ
の
写
真
の
情
報
を
基
に
、
今
後
の

森
林
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
所
有
者
に
意

向
調
査
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
署
で
は
、
撮
影
し
た
写
真
か
ら
、

対
象
森
林
の
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
割
合
を
分

析
し
、
同
市
へ
情
報
提
供
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
今
後
林
業
経
営
を
行
っ
て
い

く
か
ど
う
か
の
有
効

な
判
断
材
料
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

森
林
経
営
管
理
法

の
施
行
や
森
林
環
境

譲
与
税
の
創
設
を
受

け
、
市
町
村
に
お
け

る
森
林
・
林
業
行
政

が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
当
署
は
、ド
ロ
ー

ン
等
の
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
、
市

町
村
の
森
林
・
林
業

行
政
を
積
極
的
に
支

援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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○
四
万
十
市
立
東
中
筋
小
学
校

　

54
名
を
対
象
と
し
て
シ
イ
タ
ケ
の
駒
打

ち
。

　

６
年
生
８
名
が
土
に
す
む
生
物
と
山
・

川
・
海
の
つ
な
が
り
を
学
習
。

　

約
１
か
月
前
に
畑
に
埋
め
て
お
い
た
野

菜
、
葉
っ
ぱ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
空
き
缶

な
ど
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
掘

り
起
こ
し
て
観
察
。

こ
ど
も
と
一
緒
に

　
　「
お
ひ
な
様
づ
く
り
」

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

２
月
１
日
と
２
日
の
両
日
、
高
知
市

旭
町
の
こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ソ
ー
レ
」
で
、「
こ
う
ち
環
境
博

二
〇
二
〇
」
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
環
境
の
杜も
り

こ
う
ち

の
主
催
、
高
知
県
や
環
境
省
な
ど
の
後
援

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー

は
、
２
日
目
に
か
ん
た
ん
木
工
教
室
と
森

の
お
は
な
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
環
境
博
は
総
合
的
な
体
験
型
の
環

境
イ
ベ
ン
ト
で
、
55
の
企
業
・
団
体
・
個

人
が
出
展
・
出
演
し
、
２
日
間
で
来
場
者

延
べ
９
６
０
人
で
し
た
。
多
く
の
親
子
連

れ
な
ど
が
訪
れ
、
各
種
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

展
示
ブ
ー
ス
、
調
理
や
工
作
な
ど
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、
抽
選
会
な
ど
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ー
ス
で
は
、
保
護
者

が
同
伴
し
た
未
就
学
児
や
小
学
生
25
名

が
、
お
ひ
な
様
が
描
か
れ
た
ヒ
ノ
キ
版
に

自
由
な
色
を
塗
り
、
ビ
ー
ズ
や
シ
ー
ル
を

貼
り
付
け
て
、
お
ひ
な
様
飾
り
を
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、
木
を
植
え
た
だ
け
で
放
置

す
る
と
森
林
は
荒
れ
て
し
ま
う
の
で
、
手

入
れ
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
紙

芝
居
に
し
て
上
映
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
お
ひ
な
様
は
高
知
で
は

立
春
か
ら
家
に
飾
る
が
、
子
供
と
一
緒
に

楽
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
い
」
と
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

  

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通

じ
て
、
森
林
へ
の
理
解
や
木
育
の
取
組
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

○
大
月
町
立
大
月
小
学
校
と
宿
毛
市
立
咸

陽
小
学
校

　

大
月
小
２
年
生
29
名
と
咸
陽
小
２
年
生

35
名
が
、
森
林
・
木
工
ク
ラ
フ
ト
学
習
。

　

「
紙
芝
居
を
見
て
木
や
森
林
の
大
切
さ

が
わ
か
っ
た
」「
す
て
き
な
お
雛
様
の
置
物

が
で
き
た
の
で
家
族
に
見
せ
家
に
飾
る
」

「
お
雛
様
は
ヒ
ノ
キ
の
い
い
匂
い
が
す
る
」

と
の
感
想
。

　

体
験
を
通
じ
、
子
ど
も
達
が
森
林
や
林

業
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
、
木
材
の
も

つ
手
触
り
や
温
も
り
な
ど
、
素
材
と
し
て

の
木
材
の
良
さ
や
作
る
楽
し
さ
、
森
林
の

大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
え
た
と

思
い
ま
す
。



　

１
月
20
日

か
ら
24
日
ま

で
「
令
和
元

年
度
民
・
国

連
携
推
進
研

修
」
を
受
講

し
ま
し
た
。
1
日
目
は
林
野
庁
、
２
日
目

以
降
は
森
林
技
術
総
合
研
修
所
に
て
行
わ

れ
、
流
域
が
一
体
と
な
っ
た
具
体
的
な
活

動
や
民
有
林
行
政
の
支
援
を
行
え
る
者
の

育
成
を
目
的
と
す
る
研
修
で
し
た
。

　

織お
り
た
ひ
ろ
し

田
央
国
有
林
野
部
長
か
ら
は
、
こ
の

民
国
連
携
推
進
研
修
は
林
野
庁
と
し
て
最

も
重
要
な
研
修
で
あ
り
、「
国
民
共
通
の
財

産
」
で
あ
る
国
有
林
野
は
公
益
重
視
の
管

理
経
営
を
一
層
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
国
連
携
業
務
を
進
め
て
い
く

上
で
必
要
な
知
識
と
し
て
、
自
治
体
と
の

連
携
や
市
町
村
森
林
整
備
計
画
作
成
支
援

の
視
点
な
ど
に
つ
い
て
林
野
庁
の
担
当
者

か
ら
講
義
が
あ
り
、
国
有
林
野
事
業
の
役

割
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ

と
は
、
愛
媛
県
久
万
高
原
町
の
本
藤
幹
雄

林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
講
義
で
し

た
。

　

久
万
高
原
町
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で

森
林
を
残
し
て
い
く
の
か
、
人
口
減
少
に

伴
う
担
い
手
不
足
の
同
町
が
こ
れ
か
ら
ど

う
生
き
残
っ
て
い
く
の
か
な
ど
、
地
域
の

課
題
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
最
終
日
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、

「
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
民
国
連
携

の
取
組
」
と
い
う
課
題
で
、
４
班
に
分
か

れ
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
班
は
、
ど
の
地
域
に
も
当
て

は
ま
る
共
通
の
「
病
・
獣
・
虫
害
対
策
」

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
課
題

の
洗
い
出
し
、
そ
し
て
地
球
温
暖
化
に
よ

る
生
息
区
域
の
変
化
（
拡
大
）、
狩
猟
者
の

減
少
、
里
山
の
人
口
減
少
に
よ
る
施
業
放

置
林
の
増
加
等
の
観
点
か
ら
議
論
を
進
め

ま
し
た
。

　

課
題
解
決
に
向
け
た
対
応
策
は
、
各
森

林
管
理
局
が
属
す
る
地
域
に
よ
っ
て
多
種

多
様
で
す
。
こ
の
た
め
、
人
材
育
成
は
も

と
よ
り
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
機
器
を
利
活
用
し
た
省

力
化
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
よ
る
被

害
防
止
策
な
ど
、
多
面
的
に
地
域
と
民
国

連
携
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
の
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　

5
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
今
後
さ
ら
に
地
域
と
の
連
携
に

つ
い
て
考
え
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。


